
12 広報もおか

　　　 【人口と世帯数】令和 7 年 7 月 1 日現在　※カッコ内は前月比
77,853 人（－ 27）男 39,556 人（＋ 24）女 38,297 人（－ 51）
33,568 世帯（＋ 40）住民基本台帳と外国人登録者数（4,450 人）から算出
真岡市公式アプリは、広報紙の電子版や防災行政無線など
の防災情報に直接アクセスできます。無料で誰でも利用で
きますので、ぜひダウンロードしてお使いください。

詳しくは市 HP で
ご確認ください 
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歯と口の健康週間 6/4 ～ 6/10

　芳賀歯科医師会に
よる「よい歯のポス
ター・作文・標語コン
クール」が実施され、
入賞作品が、市役所本庁舎 1 階に展示されました。
また、6 月 8 日（日）に、表彰式を行いました。

（問・こども家庭課母子健康係℡ 83-8121）

　　コミュニティ助成事業で
初期消火訓練用資器材を整備
　芳賀地区女性防火クラ
ブ連絡協議会では、（一財）
自治総合センターのコミュ
ニティ助成事業を利用し、
初期消火訓練用資器材を整
備しました。火災に遭遇した際に迅速な初期消
火を実施するための資器材として自治会、学
校、企業などに貸し出しますの
で下記までご連絡ください。

（問・芳賀地区広域行政事務組合
消防本部予防課℡ 82-8706）

子どもの交通事故防止へ

　6 月 6 日（ 金 ）、
こくみん共済 coop
栃木推進本部の方々
が市役所を訪れ「7
才 の 交 通 安 全 プ ロ
ジェクト」の一環として、登下校時に使う横
断旗 200 本を寄贈しました。

（問・くらし安全課交通防犯係 ℡ 83-8110)

嶋田副市長 退任

　5 月 31 日付けで嶋田
寛副市長が退任しました。
嶋田氏は平成 29 年 6 月
に副市長に就任。8 年間
にわたり市政の発展に努
めました。退任式終了後、市職員に見送られ
ながら、笑顔で市役所を後にしました。

（問・秘書広報課秘書係 ℡ 83-8098)

わたのみ基金 ・ 善意銀行 (6 月 )

（敬称略、問・社会福祉協議会℡ 82-8844）
善意銀行

明治安田生命宇都宮支社真岡営業部　食料品一式
JA はが野真岡地区・二宮地区女性会   食品 2 箱
匿　名　　　　　　　　　　　　タオル 50 本

市民公園時計塔をリニューアル

　本年 2 月に結成 55 周年を迎
えた真岡ライオンズクラブ（山
中みゆき会長・当時）は、記
念事業の一つとして、市民公
園の時計塔を新たなデザイン
に改修しました。この時計塔
は、昭和 54 年に当時 10 周年
を迎えた同クラブが、市民公園の竣工に合わせ
て市へ寄贈したもので、公園のシンボルタワー
として地域や利用者に親しまれています。

（問・スポーツ振興課管理係℡ 84-2811）

野澤副市長 就任

　6 月 18 日付けで野澤伸一副
市長が就任しました。就任式
では「前例にとらわれずスピー
ド感を持ち、市民目線で取り組
みたい」と抱負を述べました。

（問・秘書広報課秘書係 ℡ 83-8098)

空き店舗等の有効活用等の促進に
関する連携協定締結

　6 月 24 日（ 火 ）、
真岡商工会議所、にの
みや商工会、NPO 法
人 TSUKURU MO
KA、にのみやニッチ
と真岡市は、空き店舗等の有効活用等の促進
に関する連携協定を締結しました。空き店舗
等の有効活用を促進し、市内商業の振興およ
び活性化を図ります。

（問・商工観光課商工業係℡ 83-8134）
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#道の駅にのみや #恋とカセット# 寿氷

ご自身の SNS アカウントで「#mokafan」
「# 真岡応援カメラマン」をつけて写真を
投稿してください。

私も
投稿して
みよっ！

真岡市公式

Instagram
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　インスタグラムやフェイスブック、エック
スなどの SNS で、#mokafan や＃真岡応援

カメラマンが付いた作品から、今回は「真岡の
ひんやりスイーツ」をテーマに紹介します。

（問・秘書広報課シティプロモーション係 ℡ 81-6947）                                                               
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　真岡に U ターンし、 妻 ・ 三千代さんとともに

門前の路地でカフェ 「ミチヨコーヒー」 を営む店

主 ・ 白田智之さん。 活動のきっかけや思いを、

地域おこし協力隊の粟村さんが伺いました！

　元々はスポーツクラブのインストラクターとして
全国を飛び回り、健康の大切さを伝えていました。
部活でトレーニングをして良い体になるとモテるこ
とが分かり（笑）、運動によるポジティブな変化を
実感。「運動で変わることができる」と伝える仕事
にやりがいを感じていました。
　当時は使命感に燃えてがむしゃらに働いていまし
たが、シフトが不規則で帰るのも遅い自分が、健康
で幸せだと言えるのか改めて考えるようになりまし
た。そんな時、新型コロナウイルス感染症が流行。
父が亡くなったこともあり、仕事を辞め地元である
真岡へ。妻と何度も話し合った末、以前からやりた
かったカフェを開くことに決めました。
　フィットネス業界はやめましたが、今も自分の仕事
の本質は同じなんじゃないかと思うことがあります。
例えばおじいちゃんおばあちゃんが来てくれたとし
て、お店まで歩いてくるのも良い運動に
なるし、話して気分が晴れれば心に良い
効果があります。コーヒーと焼菓子に加
え、来たらおしゃべりして帰っていける、
居心地の良い空間を作っていきたいです。

市 HP

ID 25041


